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一人で遊んでいる友だちに　声をかけよう（久保瑠
る

弥
み

菜
な

・玄海小３年）気づいたら　やさしく話そう　だれにでも（神
かんき

吉真里果・赤間西小６年）

お知らせ

　
大
島
の
安
昌
院
・
本
堂
に

は
、
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
を
精
巧

に
細
工
し
て
作
ら
れ
た
芸
術

作
品
「
昇
龍
」
が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
制
作
し
た
の
は
、

大
島
の
元
漁
師
・
沖
西
牛
男

さ
ん
（
60
歳
）
で
す
。

　
沖
西
さ
ん
は
、
元
々
、
漁

船
の
ラ
ン
プ
の
中
に
木
模
型

の
帆
船
を
入
れ
た
置
物
な
ど

を
漁
の
合
間
に
制
作
し
て
き

ま
し
た
。
２
年
前
、
精
巧
で

見
事
な
作
品
を
見
た
知
人
か

ら
、
沖
西
さ
ん
の
父
親
も
制

作
し
て
い
た
貝
殻
の

龍
作
り
を
勧
め
ら
れ
、

一
念
発
起
。
ア
ワ
ビ
の

貝
殻
を
電
動
工
具
で

削
っ
て
小
さ
な
ウ
ロ

コ
や
細
長
い
ヒ
ゲ
な

ど
を
一
つ
一
つ
作
り
、

９
カ
月
ほ
ど
か
け
て

初
め
て
の
「
昇
龍
」
を

完
成
。
地
元
大
島
の
安
昌
院

に
奉
納
し
ま
し
た
。

　
２
作
目
の
「
昇
龍
」
の
制

作
を
始
め
て
半
年
ほ
ど
た
っ

た
昨
年
11
月
、
出
漁
中
に
事

故
に
遭
遇
。
網
の
引
き
揚
げ

の
際
に
、
左
腕
を
巻
き
込
ま

れ
て
肩
を
損
傷
し
、
３
カ
月

間
の
入
院
。
医
師
か
ら
漁
師

復
帰
は
無
理
と
言
わ
れ
、
失

意
の
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
龍
作
り
を
勧
め

た
知
人
の
言
葉
を
思
い
出

し
、リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て「
昇

龍
」
の
制
作
を
再
開
。
初
め

は
痛
み
で
短
時
間
の
作
業
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
第
に
細
か
な
作
業
が
長
い

時
間
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
落

ち
込
ま
ず
に
済
ん
だ
の
は
、

知
人
の
お
か
げ
」
と
、
完
成

し
た
２
作
品
目
を
今
年

８
月
、
知
人
に
贈
り
届

け
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
３
作
品
目

に
挑
戦
中
の
沖
西
さ

ん
。
ア
ワ
ビ
の
貝
殻
を

加
工
し
て
、
ハ
ー
ト
や

勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
の

形
を
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ

も
開
発
。
光
沢
の
あ

る
お
し
ゃ
れ
な
ス
ト
ラ
ッ
プ

は
、
妻
の
淑
子
（
と
し
こ
）

さ
ん
も
大
の
お
気
に
入
り
で

愛
用
し
て
い
ま
す
。

　
龍
作
り
を
勧
め
て
く
れ
た

知
人
の
思
い
や
、
龍
に
託
さ

れ
た
父
親
の
愛
情
、
リ
ハ
ビ

リ
を
懸
命
に
支
え
続
け
た
妻

や
家
族
の
優
し
さ
…
。
多
く

の
愛
情
や
支
え
を
受
け
、
１

年
前
の
悲
運
を
乗
り
越
え

安
昌
院
に
置
か
れ
た
「
昇
龍
」

て
、「
今
後
も
作
り
続
け
た

い
」
と
前
向
き
な
姿
勢
を
取

り
戻
し
た
沖
西
さ
ん
。

　「
昇
龍
」
は
、
見
る
人
に

感
動
を
与
え
る
島
の
芸
術
作

品
と
し
て
、
今
後
も
島
の
芸

術
家
・
沖
西
さ
ん
の
手
で
作

り
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
活
性
化
推
進
室

�

☎
（
36
）
１
７
２
５

２作目の「昇龍」と沖西さん

ハ
ー
ト
や
勾
玉
の
形
を
し
た

ス
ト
ラ
ッ
プ

ア
ワ
ビ
貝
殻
と

�

多
く
の
愛
情
で
作
ら
れ
た
「
昇
龍
」

～
元
漁
師
で
島
の
芸
術
家
～

新
春
☆
初
夢
「
婚
活
」

参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
募
集

　「
ゆ
め
み
ら
い
宗
像
」
が

開
催
。
積
極
的
に
健
全
な
出

会
い
を
求
め
る
人
々
に
機
会

を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

●
日
時
　
平
成
23
年
１
月
16

日
（
日
）
午
後
１
時
〜
同

４
時

●
場
所
　
ア
ク
シ
ス
玄
海

●
内
容
　
健
全
な
独
身
男
女

の
交
流
会
（
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
形
式
）

●
対
象
　
宗
像
地
域
（
宗
像

市
、
福
津
市
）
に
在
住
の

心
身
共
に
健
康
で
、
健
全

な
出
会
い
を
求
め
て
い
る

独
身
の
20
歳
～
45
歳
の
男

女
＊
受
付
時
に
、
身
分
証
明
書

で
本
人
確
認
と
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
に
誓
約
書
へ

の
署
名
を
実
施

●
募
集
人
員
　
男
女
各
先
着

60
人

●
参
加
費
　
２
０
０
０
円

＊
入
金
方
法
は
別
途
案
内

■
申
込
方
法
　
11
月
30
日

（
火
）
必
着
で
、
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
＝http

://
yum

em
irai.com

/

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
同
事
務
局
へ
郵
送

（
〒
８
１
１
・
４
１
７
５

／
田
久
６
・
１
・
20
）か
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
＝
（
32
）
８

９
０
３
か
、
メ
ー
ル
＝

m
unakatan2002@
yahoo.co.jp

の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
む

＊
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー

ル
で
の
み
受
付

＊
有
志
ス
タ
ッ
フ
（
35
歳
以

上
）
も
同
時
募
集

秋の地引き網漁にぎわう

地島おこしに
　　　　 一段と
　元気な地島づくり協議会が主催する地島の地引き網漁
が今秋も３回、盛大に開催されました。１回目は９月
18日。好天にも恵まれ、市内外から総勢30人が参加。地島小の漁村留学
生ら８人も参加し、訪れた小学生の案内役で活躍するなど、温かい交流
の輪も広がりました。
　同協議会の村田繁美会長は、「ゆっくりと潮風を楽しんで、島の活性化
に協力してください」と満面の笑みで参加者を出迎え。会場までは泊港
から山道を歩いて約600ｍ。「地引き
網漁なのにちょっとしたハイキング。
アップダウンもあって、ミステリー
ツアーの気分も味わえます」。
　沖合いでは漁船３隻が地引き網を
準備。「ヨイショ！　ヨイショ！」と
勇ましい掛け声と共に網を引き揚げ
ると、タイやアジ、イカ、カワハギ
などに、子どもたちも大喜び。全員
が地引き網漁に満足でした。
　次は浜辺でのクリーン活動。沖から打ち寄せられた大量の発泡スチロー
ルやペットボトル、空き缶などを、参加者全員で収集しました。たちまち、
ごみ袋がいっぱいに。すがすがしい気持ちになりました。
　お楽しみの昼食は、サザエやカマス、イカなどが山盛り。豪勢なバー
ベキューに椿油ご飯も。最所哲哉さん（34歳・赤間西）は、長女のあか
りちゃん（４歳）と参加。「お船も楽しかった。お魚はカマスさんがおい
しかったよ。また来たい」とあかりちゃんは大冒険にニッコリ。
　「地島を元気にしたい」という思いから始めた地引き網漁。春の椿まつ
り、夏は海を渡る祇園まつりと共に、地島の３大イベントとして、これ
からも発展させたいと意欲的です。
　鐘崎港から地島に向かった渡船ニューじのしまは、この日は満員状態
でした。笑い声が絶えず、乗組員も笑顔。地島在住の山下美好船長は、「20
年間この船に乗っていますが、こんなに大勢の人が乗船してくれてうれ
しいですね。安全航海に一段と気合が入ります」。
　宗像が誇る豊かな島・地島。島の活性化が、どんどん膨らんでいます。

（市民記者　原きよし）
■問い合わせ先　地域活性化推進室　☎（36）１７２５

力強く網を引っ張る参加者たち

活気

ド
ラ
マ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
む

な
か
た
子
ど
も
劇
場
が
募

集
。
演
劇
的
な
手
法
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
や
劇
遊
び
で
、
心

や
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
全
７
回
。

●
日
程
　
12
月
11
日
、
同
18

日
、平
成
23
年
１
月
８
日
、

同
15
日
、
同
29
日
、
２
月

12
日
、
同
19
日
の
土
曜
日

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

●
参
加
費
　
２
５
０
０
円

（
７
回
分
）

●
対
象
　
小
学
３
年
生
〜
中

学
３
年
生

●
定
員
　
先
着
30
人

＊
12
月
11
日
（
土
）
は
「
１

日
体
験
教
室
」
と
し
て
参

加
可
（
参
加
費
３
０
０
円

が
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
劇
場
（
志
岐
）

�

☎
（
32
）
７
５
８
５

第
２
回

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
フ
ェ
ス
タ

　
チ
ー
ム
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
が
、

「
市
民
交
流
」
と
「
癒
や
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
民
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
入
場
無

料
。
市
教
育
委
員
会
後
援
。

●
日
時
　
12
月
８
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
市
民
活
動
交
流
館

（
メ
イ
ト
ム
宗
像
）・
多
目

的
ホ
ー
ル
、
健
診
室
、
和

室
、
結
工
房

●
内
容

▽
ヒ
ー
リ
ン
グ
系
音
楽
や
ヨ

ガ
体
操
な
ど
の
ミ
ニ
ス

テ
ー
ジ

▽
整
体
や
ア
ー
ト
の
体
験

▽
手
づ
く
り
雑
貨
、
無
添
加

お
や
つ
の
出
店
な
ど

＊
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

＝http://am
eblo.jp/

ohana-festa/

を
参
照

■
問
い
合
わ
せ
先

同
団
体
（
内
田
）

☎
０
９
０
（
５
３
８
４
）

３
０
９
４

養
育
費
電
話
相
談

　
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
。

●
受
付
日
時
　
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

■
相
談
電
話
番
号

同
セ
ン
タ
ー
・
飯
塚
ブ

ラ
ン
チ
　
☎
０
９
４
８

（
21
）
０
３
９
０

ピ
テ
ィ
ナ

�

ピ
ア
ノ
ス
テ
ッ
プ

　
ピ
テ
ィ
ナ
む
な
か
た
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
市
民
参
加

型
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
の
ピ
ア
ノ

演
奏
者
が
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
入

場
無
料
。

●
日
時

▽
12
月
４
日
（
土
）、
同
５

日
（
日
）
午
前
10
時
〜

●
場
所
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

（
福
津
市
文
化
会
館
）

●
内
容

▽
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
事
故
被
害

者
・
山
下
亮
輔
さ
ん
の
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
＆
講
演

（
４
日
午
後
６
時
30
分
〜
）

▽
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
「
デ
ュ

エ
ッ
ト
ゥ
」
の
ト
ー
ク
コ

ン
サ
ー
ト

▽
ピ
ア
ノ
演
奏

■
問
い
合
わ
せ
先

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
長
谷
川
）

�

☎
（
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）
０
８
５
７


